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れ
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ろ
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。
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に
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げ」
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ロ
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撰

形
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罐
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別
さ
れ
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実
体

を

μ奎
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に
い
た

っ
た
・
行
為

の
客
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を
そ

の
中
核

に
す
え
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、

癩

的
側
面
だ
け

の
強
調
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そ
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嬢

を
示
し
て
い
る
。
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続
犯
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い
て
こ
の

よ
う
な
轟
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を
う
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こ
と
に
な

っ
た
。
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も
重
大
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支
薯
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フ
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イ
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罪
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の
現
象
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式
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つ

い

て

、
一二三

　
り
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ぎ
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よ
う
な
分
類

を
行

っ
た
。

同

一
の
行
為

に
よ
る
異

っ
た
刑
罰
法
規
違
反

11
観
念
的
な

い
し
形
式
的
競
合

異
な
る
行
為
に
よ
る
異

っ
た
刑
罰
法
規
違
反

11
客
観
的
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合

異

な
る
行
為

に
よ
る
同

一
刑
罰
法
規
違
反

11
主
観
的
競
合
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・

前

掲

し

た
J
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三

ッ
ホ
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類

と

比
較
す
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と
理

解

し

う

る
よ
う

に
、

そ
れ

に

基

礎

を

お
く

も

の
で
は
あ

る
が
・

つ
ぎ

の
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異

な

る
も

の
を
含

む

も

の
で
あ

っ
た
。
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、
客
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・
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・
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懇
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独
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、
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競
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・

継
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犯
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な
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れ
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も
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さ

れ

て
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た
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と
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あ
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。

し

た
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っ
て
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競
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.
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在
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語
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ば
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種
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在
盤

既
合
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さ
れ
る
も

の
か
ら
独
立
し
た
も

の
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
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と
に
注
立.心す
る

必
要

が

あ

る
・

フ

ォ
イ

エ
ル
バ

ッ
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に
お

い
て
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連
続
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む
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競
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他
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競
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形
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、

讐
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も
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あ
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と

の
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向
性
が
意
識

さ
れ
て
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わ
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あ
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。

し
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し
・
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・
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草
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ル

ソ
刑
法

典

(ゆ
聾

・・6げ
…

ω
鼻

馨

げ
琴
げ
く
§

9

冨
餌
ロ

・。
一ω
)

の
な

か

に
と
り

い
れ

ら
れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。
そ

の
第

一
一
〇

条

は
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
規

定

し

て

い
る
。

「
犯
罪
が

同

じ
物

ま

た

は
・

里

の
人

に
対

し

薮

回

行

わ

れ

た
と
き

は
、

犯
罪

を
連

続

的

に
行

っ
糞

な

っ
た
行
為

は
、

唯

衙

の

行

為

(↓
8

と

み
な

さ
れ

る
・

但

し
、

刑

の
量
定

に
当

っ
て

は
、

…

加

重
事

由

と

し

て
顧

慮

さ

れ

る
。」

(ヨ

.飢
。
凶コ
<
。.げ
.。。サ
。昌
餌
コ

α
§

絶

げ
窪

o

畠

霧

§

傷
①

a

。
「

碧

曾

臼

§

血

量
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①
ぎ

・

℃
Φ
暮

・

露

訂

琶

・・
『

げ
Φ
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臣
・

。。
。

。。
芭

費
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<
⑦
『
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6
罠

。
匙
㊦
ロ
。
ロ

畠
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g
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h
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巳
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出

碧

血
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律

晋

Φ
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冨

ζ
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6
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Φ
p

創
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g

駐
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曽
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コ
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「包括的一罪」の研究 ⇔

、」
の
よ
.つ
な
規
定
繍

黄

の
な
か
に
と
り
い
れ
る
三

は
、
当
時
オ

ル
デ

ン
ブ

ル
荊

糞

が

ま

っ
た
く
同
じ
形
式

に
お
い
て
・
行

っ
て

い
た

に
す
ぎ

な

い
。

他

9

フ
ソ
ト
刑

法
典

に
お

い
て
、

と

り

い
れ
ら
れ

る

こ
と

は
な

か

つ
栃

ま
た
・

バ

イ

エ
ル
ン
刑
法

典

も
・

そ

の

天

六

奪

資

に
お

い

て
は
、

、」
れ

を
有

し

て
い
な

か

っ
た
。

こ
れ

は
、

連
続

犯

に

つ
い
て

の

フ

ォ
イ

エ
ル
バ

ッ

ハ
の
窺

的
側

面

の
み
の
強
調
が
、
当
時
は
げ

し
い
論
争

を
ひ
き

お
こ
し
た
も

の
で
あ

ろ
う

こ
と
を
推
測
さ
せ

る
も

の
で
あ
る
・
バ
イ

エ
ル
ン
刑
法
典

二

〇
条

は
、
連
続
犯
を

め
ぐ

る
論
争

の
出
発
点

を
示
す

こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
あ

る
。

(-誌
騒

論馨
癖
喚
鐸

擁
繕
蛾

螢
ツ誕
聴
葬

非
融

漕
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糠
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難
難
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蕪
ー

(、薮
癩
綴

磁
鶴

雛

講
蝿講

辮
難

惣

¢
一旨
①
二

昌
識
鳥
。
『讐

口
勺
。
糧8
婁

。
ぎ

包
ω
冨

・q
m
鵠
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Ω
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い…

の

麟
騰
購

。・
〔
姦

円
津

三

「
ε

。。
彗

ヨ
三

¢
コ
槻
曽
一

じd
二
・

字

悲
籔

禦
擬
蜘癒
継
箆
熱
霧

一
行
為
と
第

二
行
為

の
中
間

に
お

い
て
・

そ

の
酒
倉

の
所
薯

に
変
更
が
あ
れ
ば
、

A

は
二
重

に
処
口副
さ
れ

(す
な
わ
ち
反
復
犯
)
、
変
更

が

な
け
れ
ば
・
A

は
轟

犯
を
犯

し
た

こ
と

に
な
る
.
そ

こ
で
こ
れ

で
は
、

連
続
犯

の
成
否
は
、
酒
倉

の
所
薯

の
変
更

の
有

無
と
い
う

偶

然
的

な

も

の
に
よ

っ
て
・

決
定

さ
れ

る

こ
と

に
な

る
と

い
う

a

、
あ

る
.
偶

欽
葡

な

も

の

}』
よ

っ
て
、

A

が
莫

に
処
罰

垂

凡
り
、

籍

に
処
罰

さ
れ

た
り
す

る

こ
と

に
な

る
と

い
・つ
の
で
あ

る
.

-

ッ
テ

ル

マ
イ

了

は
、

フ

ォ
ー

エ
ル
バ

ヅ

ハ
に
対

す

る
実
質

的

な

批
判
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「包括的一一罪」の研究 ⇔

を
、
そ
れ
が
帰
責

と
か
可
罰
性
と
い
う
根
拠

と
関
連
な
し
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
む
け

て
い
る
。
「
同

一
の
客
体
」

だ

け

を
問
題

に
し
、
何
故

に
連
続
犯
と
し
て

一
個

の
刑
罰
が
科

さ
れ
る
の
か
と
い
う
理
由
が
明

ら
か
で
は
な

い
と
考
え
た

の
で
あ

ろ
う
。

そ

こ
で
、

ミ

ッ
テ

ル

マ
イ
ァ
ー
は
、

連
続
犯

に
関
す

る
最
初

の
論
文

に
お
い
て
、

連
続
犯

に

つ
い
て
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
展
開
を
行

っ

た
。

連
続
犯
と
は
、

反
復
さ
れ
た

「
同
種
行
為
」
が
、
「
各

々
個
別
的
な
分
離
可
能
な
行
為

で
は
あ
る
が
、

こ
れ
を
独
立
し
た
も

の
と
し

て
法
的
に
評
簿

る
の
で
は
餐

刑
罰
に
関
し
て
は

循

の
犯
罪
と
ン

、
し
か
壷

ざ
る
を
え
な
い
よ
う
空

定
の
連
関

を
有

す

る

嘱

い
で
あ
る
」
と
。
そ
し
て
、
彼
は
、
犯
罪
の
貰

に
根
拠
を
も
つ
霧

犯
ζ

犯
罪
の
特
殊
な
遂
行
に
擬

を
お
蓮

続
犯
を
薫

た
。

ミ

ヅ
テ

ル

マ
イ

ァ
ー

の
連

続
犯

に
対

す

る
基

本
的

見
解

が
、

顕
著

に
現

わ
れ

る

の
は
、

前

者

の
ば

あ

い
よ
り
・
後

者

の
ば

あ

い

で
あ

ろ
う
。

連
続

犯

と
考

え

る

二

定

の
連

関
L

を
、

一
般

的

に
考
慮

す

る

こ
と

に
な

る
と
思

わ

れ

る

か
ら

で
あ

る
。

そ

こ
で

は
・

フ

ォ
イ

エ

ル
バ

ッ

ハ
が
純

粋

に
客

観

的

な
角
度

か
ら
、

連
続

犯

を
考

慮

し

て
い
る

の
に
対

し

て
、

す

で
に
主
観

的

な
も

の
を
考

慮

し
よ
う

と
す

る
萌

芽

が

み

と

め
ら
れ

る
。

例

え
ば
、

ミ

ッ
テ

ル

マ
イ

ァ

ー
は
、

作

物

を
あ

る
畑

か
ら
窃

取

し
、

つ
ぎ

に
隣

の
畑

か
ら
窃

取

し

た
ば
あ

い
・

そ

の
畑

の
所
有

者

が
異

っ
て

い
て
も
、

連

続

犯

が
成

立
す

る
と

い
う

。

ま
た
、

倉
庫

に
侵

入

し

て
、

穀

物

の
袋

を
窃

取

し
・

再

び
戻

っ
て
き

て
別

の
穀

物

袋

を
窃

取

し

た
ば
あ

い
、

第

二

の
袋

の
穀

物

の
所
有

者

が
異

っ
て

い
て
も
、

連
続

犯
が

成

立

す

る
と

い
う
。

そ

の
理

由
を

ミ

ッ
テ

ル

マ
イ

ァ
ー

は
、

犯

罪
的

行
動

の
密

接

な
連

関

性

に
も

と

め

る
。

そ

し

て
、

そ

こ
で
は
窃
盗

犯

人

は
、

人

と

い
う

も

の
を
念

頭

に
お

い
て
お

ら
ず

、
犯

罪

に

お
ち

い
り

や
す

い
状

況

に

一
回

的

に
あ

っ
た

の
で
あ

り
、
彼

の
意

図

に
し

た
が

っ
て
、

同

一
の
分

断

さ
れ

な

い
行

動

と
し
て
、
唯

衙

の
犯
罪
を
行

っ
た

す
ぎ
な

い
と

い
冨

密
接
な
連
関

性
を
考

え
る
に
あ
た

っ
て
・
主
観
的
な
も

の
が
影
響

を
も

つ

も

の
で
あ

る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ

乾

(
-
)

o
輿
こ

。
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(
2
)

峯

峠
δ
「
塁

互

。
』

o
・葡
ω
・
轄

律

(3
)
漫

馨

醤

繕

徽

ボ
三

刑
鶴

し
て
」
考
肇

い
る
こ
と
に
対
し
て
・
へ
子

は
・方
誘

に
誤
　

で
あ
る
と
批
判
す
ゑ

犯
罪

の
本
質
か
ら
・
犯
罪
の
皇

性
の
概
婁

展
開
し
・
そ
こ
で
発
見
さ
れ
た
犯
罪
の
竺

性

の
基
準
を
具
体
的
な
も
の
に
あ
て
は
め
て
、
連
続
犯
の
馨

を
蚕

,
ね
る
べ

き

で

あ

る

と

い

う

の

で

あ

る

。

鵠
9

掌

Φ
5

即

餌
・
O
・・
ω
・
謹

・

瓠
喪

雛

雛

鴛

激

欝

あ
い
と
し
て
・
ミ
ッ
テ
ル
マ
ー

は
・
つ
ぎ
の
四
つ
の
ば
あ
い
を
あ
げ
て
い
あ

あ
る
犯
罪
斎

た
め
、
あ
る
行

為
を
護

と
し
て
行
い
・
そ
れ
に
よ

っ
て
禾

法
な
利
益
を
え
た
り
、
他
人
を
馨

し
た
ば
あ
い
、
手
段
と
し
て
行
わ
れ
た
す
べ
て
の
行
為
は
、
連
続
犯
で
あ
る
。
例

え
ば
・
商
人
が
歪

な
秤
を
作
ら
せ
・
こ
れ
を

一
〇
〇
回
使
用
し
た
と
し
て
も
、
連
続
し
た
詐
欺
置

す
ぎ
な
い
.
@
犯
罪

特
殊
な
信
頼
関
係
を
塁

口す
る
も
の
で

あ
る
ぽ
あ
い
・
信
鶴

係
の
幾

か
ら
告

た
す
べ
て
の
行
為
は
、
連
続
犯
で
あ
る
.
例
え
ば
、
姦
通
が
く
り
か
え
さ
れ
た
ぽ
あ

い
、
連
続
し
た
姦
通
罪
で
あ
.。
.
㈲

法
律
が

歪

の
関
係
を
犯
罪
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
と
き
に
、
こ
の
関
係

に
あ
る
者
が
、
こ
れ
を
利
用
し
、
数
個
の
行
嚢

.」
の
関
係
の
継
続
と
し
ば、
行

っ
た

ぽ
あ

い
・
そ
の
数
個
の
行
為
は
・
連
続
し
て
い
詮

す
ぎ
な
い
.
例
え
ば
、
近
親
鶉

ξ

い
て
考
え
ら
れ
る
.
窪

禦

、
行
為
者
に
特
別
識

箋

蓼

負
わ
せ

て
い
る
が
・
犯
罪
を
犯
し
や
す
い
よ
う
な
関
係

に
あ
る
た
め
に
、
そ
の
犯
罪
を
特
別
に
扱

・
て
い
る
ば
あ
い
、
誠
実
で
な
い
行
為
老
が
こ
の
関
係
の
な
か
で
行

っ
た
す

べ
て

の
行
為

は
・
連
続
犯

で
あ
る
・
例
え
ば

、
召
使

の
窃
盗

の
ぽ
あ

い
で
あ
る
.
罫

け一Φ
§

鋤
岡①
.・
餌
葬

P

ω
・
譲

～

ψ

窪

,

(
6
)

峯

霧

§

器

5

餌
.
鋤
・
o
`

ω
』

団

四

フ

ォ
イ

ニ
ル
バ

ヅ

ハ
に

よ
る
徹

底

し

た
客

観

的

な
連

続

犯
論
が

確

立

さ
れ
、

ま
た

そ
れ

に
対

す

る

、、、
.
テ

ル

7

ア
ー

に
よ
る
批

判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
な
か
で
・
連
続
犯

の
本
質
的
犠

と
し
て
主
観
的
要
素
姦

調
す

る
見
解
も
、
わ
ず

か
で
あ
る
が
展
開
さ
れ
て
い

た
.ヘ

ン
義

犯
罪
の
数
菱

る
に
あ
た
っ
て
三

日心羅

と
か
繁

を
そ
の
基
讐

智

)
連
続
犯
を
つ
ぎ
の
よ
漆

あ
い
に
み

と
め
よ
う
と
し
た
・
す
な
わ
ち
・

ま
ず
犯
罪
行
動
が
数
回
同

一
の
対
象

に
む
け
て
行

わ
れ
た
と
し
て
も
、

そ

の
す
べ

て
の
行
動

の
基
礎

に

同
旨

的
が
あ

る
ば
あ

い
で
あ
鷲

つ
ぎ

に
人
を
殺
す

た
め
に
、

つ
ぎ

つ
ぎ

に
く
り
か
芒

て
傷

つ
け
る
ば
あ

い
の
さ

つ
に
、

回

し
立.心田
心

決
定

に
も

と
つ

い
て
・

よ
董

い
侵
害
を
惹
起
す

。
た
め
に
、
最
初

の
現
象

の
な

か
任

,
で
に
独
立
の
犯
罪

を
護

す
る
さ

つ
な
旦

の
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鋒

禦

欝

磯
熱

ぬ轄
纏
簿
髪

購

.畿

期
難

罧

を
決
定
す

る
要
素

と
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
理
蟹

れ
る
。
主
観
的
要
素

に
よ

っ
て
だ
け
、
連
続
犯
を
考
慮

し
て
い

る
・
し
か
し
・

決
意

の

里

性
だ
け

で
は
、
連
続
犯

の
成
否
を
犯
人

の
思
う
が
ま
ま
に
さ
せ
る
も

の
で
あ
躰
而
)
余
り
に
も
広
す
ぎ

て
・
そ
れ
だ
け

で
は
適
当

で
は

な
い
要
素

で
あ
る
と

い
う
批
判
を
・
後

に
う
け
る

こ
と
に
な
を
随

こ
の
ほ
か
、
連
続
犯

に
つ
い
て
、
当
時
主
観
的
要
素
を
過
度

に
強
調
し
た
の
は
、

ザ

ン
ギ

で
あ

る
・
彼

は
・
数
個

の
同
じ
犯
行

は
・

ほ
と
ん
ど

つ
ね
に
同
じ
動
機
、

同
じ
犯
罪
的
傾
向

に
起
因
す

る
も

の
で
あ

る
と
考
え
る
。
し
た
が

っ
て
・

そ
れ
は
・
外
部
的

に
は
暴

る

も
の
で
は
あ

っ
て
も
、
里

の
内
的
動
選

起
因

し
、

か

つ
同

一
の
外
的
傾
向

を
と

っ
空

個

の
刑
罰
法
規
違
反

を
示
す
も

の
で
あ
り
・

そ
れ
ゆ
を

一
個

の
犯
罪

で
あ

る
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ

る
と

境

。
し
か
し
・

こ
の
ザ

ン
ダ

み

見
解

は
・
当
時
支
持
を

う

る
こ
と

は

で
き
な
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
具
体
的

に
到
底
妥
当
と

は
思

わ
れ
な

い
結
論
を
み
ち
び

く

こ
と

に
な

る
た
め
に
・

維

糎

略
鹸

謹

蕊

震

射

碗
鉾

緩

く
異
な
る
動
機
に
起
因
す
る
…

あ
る
k

ま
た
ま
った
く
異
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畿
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矯

㌫

よ

っ
て

行

わ

れ

る

と

批

判

す

る
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(8
)
溜

駕

靴

.韓

轄

ギ

く
い
つ
も
同
縫

蓮

さ
せ
た
い
と
思
う
箋

人
が
・
別
々
の
踵

・
別
々
萎

強
姦
し
た
ぽ
あ
い
、
異

な

っ
た
動
機
を
廼

さ
せ
た
者
よ
り
可
罰
性
が
低

い
と
い
う
の
は
、
根
拠
が
な
い
と
い
う

(閑
緯
『
Φ
昌
層
自
-
P

P

P

ψ
N
。
)
.
ま
た
、

ヘ
フ
ナ
ー
も
、
同
じ

犯

罪
1

た
と
え
ば
謀
翠

糞

な

っ
た
動
讐

起
因
す
う

」
と
も
、
異
な

っ
た
犯
罪

同
じ
動
準

た
と
え
ば
貧
欲
1

に
起
因
す
る
.」
と
も
あ
り
う
る
と
し
て
、
ザ
ソ
ダ
あ

見
解

は
、
明
ら

か
に
ま

っ
た
く
正

し
く
な

い
と

い
う

(出
9

守
①
5

p

p

p

。。
.
刈
ρ

〉
暮

鳩①
)
。
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